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S U M M A R Y O F E X E C U T I O N  A N D R E S U L T S 

 
Ｋ中間子の稀崩壊である K Lπ 0νν探索実験（ P S - E 3 9 1 a） R u n I I Iで使用される  

ビーム軸に置かれる最下流の P h o t o n  V e to  Co u n t e rである B a ck  A n t iのビーム試験を行っ
た。試験は B a ck  An t iの中心他 3点にて、0 .5 G e V/ c ~ 4 .0 G e V /cにて、陽子、π中間子等のハ
ドロンビームと p o s i t ro nを使い行った。 3 . 5 G e V/ c以上では p o s i t ro nの収量が充分に得ら
れなかったため、ハドロンビームのみの試験を行った。試験結果は良好で、ほぼＭＣ

通りのエネルギー分解能がえられている。また位置依存性は充分少なく、当初心配さ

れた場所による検出効率の違いは無視しうる程度であることを確かめた。  
次に、 J - P AR C K L実験用に開発中である P W Oベースの C e r e n k o v結晶である P W O ( L a )

のテストを行った。結果は当初の目論見通り L aの d o p e率を上げていくと共に、
S cin t i l l a t io n光が減少し、相対的に C e r en k o v光成分の増加が観測された。  
今後、ＢＡと P W O ( L a )双方とも解析を進め、定量的な評価を行う予定である。  

E X E C U T E D M A C H I N E  T I M E ,  B E A M  C O N D I T I O N,  D O W N T I M E  e t c .  

1 0月８日の 1 8 :0 0より 1 6日 1 7 :0 0までビームを使用しました。  
時折、短い d o w nはありましたが、総じて安定したビーム供給が得られました。唯一１
６日の深夜から早朝にかけて３，４時間程度のやや長い b e a m  b r e akがありましたが、
実験全体には支障はありませんでした。また 1 6日夕方に地震があり、加速器が一時停
止しました。  
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